
オウム病は, オウム病クラミジア Chlamydophila
psittaci (Chlamydia psittaci) を病原体とし, オウム, イ
ンコ類などの愛玩鳥からヒトに感染する動物由来感染症
である. ヒトにおいては, インフルエンザ様の症状を呈
し, 重篤な例では, 肺炎や脳炎に発展する.
わが国では1999年４月に感染症法が施行され, 本症が
４類感染症として届け出が義務化され, 発生数が把握さ
れるようになった. 2001年末から2002年初頭にかけての
島根県の動物展示施設での, 飼育担当職員及び来園者の
17名のオウム病集団発生は大きな社会問題となった.
現在国内での飼育鳥の C.psittaci分離率は10～53％に

も及び1), この C.psittaci保菌鳥からヒトへの感染の危険
性が疑われている. また, その多くは不顕性感染と推定
される.
神奈川県では2000年４月から厚生労働省の ｢動物由来
感染症予防体制整備事業｣ に基づき, 県民の健康維持,
公衆衛生の向上を図る目的で動物由来感染症に関する正
しい知識の普及, 様々な感染症の病原体保有状況に関す
る情報を調査分析する事業を, 動物保護センター, 衛生
研究所が中心となって, 関係機関の協力を得て実施して
いる.
今回, 県内小学校等で飼育されている鳥類の糞便につ

いて, C.psittaciの検出を試みたので, その調査結果及
び対応について報告する.

2002年10月～2003年７月まで, 県内の津久井地域及び
足柄地域の小学校35校及び動物保護センター禽舎の計36
施設で飼育されている鳥類56検体の糞便を採取し検査に
供した. また, 2003年10月～2004年２月までの期間に県
央地域の小学校47校で飼育されている鳥類48検体の糞便
を同様に採取し, 検査に供した. １禽舎に対して１検体
試料を採取するものとし, 同じ禽舎で複数飼育されてい
ても, 複数羽の糞便を集めて１検体とした.
検査の結果, C.psittaciが検出された場合には, 治療

し, 再検査を行い, 陰性化を確認した.
検査は ｢小鳥のオウム病の検査法等ガイドライン (暫
定版)｣2) に準拠した EIA法及び PCR法によりクラミジ
ア科 (Chlamydophila属及び Chlamydia属) 抗原の検出
を試みた.

2003年10月以降の検体については, 2003年３月に改訂
された ｢小鳥のオウム病の検査法等ガイドライン｣3)に準
拠して PCR法で検査を行った.

EIA法はイデイア PCEクラミジア (協和メディックス)
を使用した. このキットは, クラミジア科共通抗原を認
識するため, スクリーニングとして使用し, PCR法で
確認した.

Template DNA 作製のため QIAamp Ｒ○ DNA Stool Mini
Kit (キアゲン) を用いて糞便から試料調製を行った.

200mgの検体を2.0mlのマイクロチューブに入れて氷
上に置き, Buffer ASL 1.4mlを添加後, １分間ボルテッ
クスミキサーにより混合した. この懸濁液を70℃で５分
間加熱後, 15秒間ボルテックスを行い, 15,000rpmで１
分間遠心した. 上清 1.2mlを新しい2.0mlのマイクロチュー
ブに入れ, Inhibit EX錠１個を添加し, 直ちに１分間ボ
ルテックスを行った. 室温で１分間静置後, 15,000rpm
で３分間遠心し, すべての上清を新しい1.5mlのマイク
ロチューブに入れ, 15,000rpmで３分間遠心した. 新し
い1.5mlのマイクロチューブに15μlの Proteinase Kを入
れておき, これに遠心後の上清0.2mlと Buffer AL 0.2ml
を加えてボルテックス後, 70℃で10分間加熱した. この
試料に99.5％エタノール (和光純薬) を0.2ml加えてボ
ルテックス後, QIAamp スピンカラムに添加した.
15,000rpm で１分間遠心して濾過液を除去し, QIAamp
スピンカラムに Buffer AW1を0.5ml 添加し, 15,000rpm
で１分間遠心後, 濾過液を除去した. さらに Buffer
AW2を0.5ml添加し, 15,000rpmで３分間遠心後濾過液
を除去した. 新しい 1.5ml のマイクロチューブに
QIAampスピンカラムを設置し, Buffer AEを0.2ml添加
して室温で１分間静置後, 15,000rpmで１分間遠心した.
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回収した約0.2ml を Template DNA 溶液として以下の
PCRに使用した. なお, 上記の DNA抽出は, すべてキッ
トの試薬を使用した.

PCR反応のプライマーは, Yoshidaら4)により報告され
たクラミジア科に特異的な Major Outer Membrane
Protein (MOMP) 遺伝子内の245-259bpを増幅させるた
めに設計された２種類の合成オリゴヌクレオチド (CM1：
CAGGACATCTTGTCTGGCTT, CM2：CAAGGATCGCA
AGGATCTCC) を用いた. PCR 反応液は, 10XPCR
GOLD Buffer ５μl, dNTP Mix (2mM each dNTP) ５
μl, 25mM MgCl2 Solution ３μl, AmpliTaq Gold (5U/
μl) 0.25μl (以上アプライドバイオシステムズ社), プ
ライマー (20pmol/μl)を各１μl ずつ, Template DNA
溶液を５μl, 滅菌精製水30μlを加えて全量を50μlと
した. 反応はタッチダウン PCRを行った. すなわち,
94℃10分の後, 94℃20秒, 65℃20秒, 72℃30秒を10サイ
クル繰り返すが, このときアニーリング温度を１サイク
ルごとに１℃ずつ下げ, さらに94℃20秒, 55℃20秒, 72
℃30秒を35サイクル繰り返し, 72℃５分の最終伸長反応
を行った. 反応後, ２％アガロースゲルを用いて電気泳
動を行い, エチジウムブロマイドによる染色後, 紫外線
照射により245-259bpの DNA断片の有無を確認した.
クラミジア科遺伝子が検出された検体について, 残りの
PCR反応液から DNA精製キット Geneclean (BIO101)
を用いて検出 DNAを精製し, 制限酵素処理を行った.
PCR反応液から精製された DNA断片について, Yoshida

ら4)の方法に従い, AluⅠ (タカラバイオ) 及び PvuⅡ
(タカラバイオ) の２種類の制限酵素を用いてクラミジ
ア科の種の同定を試み, PCRで増幅された DNAが, こ
れら２種類の制限酵素により切断されたことで
C.psittaciを確認した.

2002年10月に採取した検体は, スクリーニング検査と
して EIA法を用いて検査を行った結果, 56検体中51検
体 (91.1％) がクラミジア科抗原陽性になった. 確認の
ために PCR検査を実施したところ, 36施設で飼育され
ている鳥類56検体中７施設７検体から C.psittaciが検出
された. 陽性率は12.5％であった (表１). 2003年10月
以降の検査は EIA法がガイドラインから削除されたた
め, PCR法のみの検査を実施し, 47施設で飼育されて
いる鳥類48検体で２施設２検体から C.psittaciが検出さ
れた. 陽性率は4.2％であった (表２).
陽性の検体については, 治療後再検査を行い, 陽性検
体の認められた動物保護センターの禽舎に侵入した, 野
生のスズメの糞便１検体についても検査を行った.

2003年２月の再検査では前回検査で陽性だった7検体
のうち１検体が死亡したため, ６検体について検査を実
施したが１検体が再度陽性になり, 治療を継続し, 2003
年７月の再々検査で陰性化した. 野生のスズメの糞便１
検体からも C.psittaciが検出された (表３).

2003年10月の検査で陽性となった2検体は治療後の再
検査でいずれも陰性化した (表４).

神 奈 川 衛 研 報 告No.�� ����

―��―

飼育鳥類糞便禽舎別の PCR法による Chlamydophila psittaci検出状況 (2002年10月実施)

飼育鳥類糞便禽舎別の PCR法による Chlamydophila psittaci検出状況 (2003年10月実施)

� � ��� ��� 	 

C. psittaci

���

�
��� �� �

������ � �

���� � �

�
������ � �

�
������ � �

!�"����# � �

$ % &' (

� � ��� ��� 	 

C. psittaci

���

�
��� &� )

*� ) �

������ ' �

�+,�-� � �

���� � �

$ % �) .



C.psittaciが検出された小学校においては, 動物保護
センター職員が禽舎の清掃・消毒について指導を行った.
また, 児童による清掃等は自粛してもらった. 併せて開
業獣医師による抗生剤治療を行った. 治療方法は, 餌ま
たは飲水に抗生剤を混ぜる方法で, 水分の多い野菜等の
給餌は控えてもらった. 動物保護センターにおける陽性
鶏についても禽舎の清掃・消毒および隔離を行った. 治
療については, 抗生剤１日１回筋肉注射を７日間連続実
施と併せて, 抗生剤飲水投与を１ヵ月半行った. 同居陰
性鶏についても同様に, 予防措置として飲水投与治療を
行った. また, 陽性鶏の認められた禽舎については, 金
網等により野鳥の侵入を防ぐ措置と, 定期的な消毒等の
予防措置を行っていくこととした.

2002年１月に示された暫定版のオウム病の検査法等ガ
イドラインでは, EIA法によるスクリーニング検査は有
効としていたが, 2003年に改訂されたガイドラインでは
EIA法は削除されている.これは,国立感染症研究所が実
施した PCR法との比較試験で EIA法のキットは特異性
と感度の点で劣り, トリからのオウム病クラミジア抗原
の検出におけるスクリーニング検査としては適当でない
ことが判明したためである.今回の成績においても2002
年10月に実施した EIA法によるスクリーニング検査で
は非特異反応と考えられる陽性例が多数認められ, 91.1
％が陽性と判定されており, このことを裏付けていると
推察された.
今回の調査で, 小学校飼育鳥に C.psittaci感染が認め
られたが, オウム病の症状を示している個体は認められ
ず, 不顕性感染であることが示唆された.
小学校で飼育されることの多いニワトリやインコ類は

C.psittaciに抵抗性を示し, 不顕性感染となる例が多い
ので, その飼育には充分な注意が必要である.また,トリ
の治療に抗生物質を投与しても, わずかでも抗生物質が
存在していればクラミジアが分裂せずに, 細胞内に基本

小体として潜伏する5)ため, 持続感染している C.psittaci
を完全に排除できない場合がある. これは, 基本小体に
代謝活性がなく, ほとんどの抗生物質が効力を発揮しな
いことによる.従って,治療により, いったんは陰性化し
た個体でも定期的な調査が必要であると考える.
また, 今回, 禽舎に侵入する野生のスズメの糞便から

C.psittaci を検出しており, 禽舎に侵入する野鳥も
C.psittaciを保菌していることが確認された. 学校飼育
鳥をオウム病感染から防ぐためにも, 禽舎は野鳥の侵入
を防ぐ構造にする必要がある.
学校飼育動物は鳥類が多く, それらの動物由来感染症
に関する調査はほとんど行われていない. 今後も調査を
継続し, オウム病をはじめ人獣共通感染症に関する知見
を集め, 児童が安全に動物たちの近くで直に観察できる
環境を整備していくことが必要と考える.
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